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シミュレーションで再現した電離圏プラズマ－中性大気結合による波数
4構造

Plasma and Neutral Coupling: Wave-4 Structure in the Ionosphere
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熱圏・電離圏領域では中性大気とプラズマが混在しており、プラズマ／中性密度比は10-7（高度1
00km）から10-3（高度300km）程度である。従って電離圏プラズマは、光化学反応や衝突、電気
力学的な作用を通じて、中性大気の影響を大いに受ける。
最近、人工衛星からの紫外光撮像により、中低緯度の電離圏に波数4の経度構造が観測された。
一方、下層大気においては、海陸の分布に関係して雨量の多い地域が経度方向に4つ現れる。つ
まり、高度10kmの気象活動が、途中の過程を経て、高度300kmの電離圏にまで影響し得る事を
指摘している。
我々は、これまで独立に開発されてきた対流圏から熱圏までの中性大気を解く数値モデルと、電
離圏領域の数値モデル、さらに中性大気と電離圏を結びつける電気力学過程モデルを結合し、地
球全大気領域の数値モデルを最近開発した。本発表では、この領域結合モデルを使って電離圏の
波数4構造を再現し、下層大気から電離圏までの結合過程を明らかにする。
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